
第１回

神戸医療産業都市の将来像についての検討会
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2023年12月13日



神戸医療産業都市の概要
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1998年 神戸医療産業都市構想開始

阪神・淡路大震災の震災復興プロジェクト

※ 震災による経済的損失６.９兆円（１年分の市内総生産に相当）

1998年（0社） 2023年10月末時点 (364社)

目 的

• 雇用の確保と神戸経済の活性化
• 先端医療技術の提供による市民福祉の向上
• アジア諸国の医療水準の向上による国際貢献

25年後



神戸医療産業都市の概要
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至神戸空港

神戸医療産業都市推進機構関連施設

その他関連施設

俯瞰図
主要施設
一覧

計算科学センター駅
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神戸医療産業都市の概要
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神戸医療産業都市の概要



● 次世代医療システムの構築

• クオリティ・オブ・ライフの向上と新産業創造を創出する仕掛けとして、高度な臨床研
究機能・医療提供機能を有する次世代医療システムの構築を図る。

• このシステムにより、医療サービスの向上と医療産業コンプレックスの形成が図られ、
その中で新たな治療技術・医療機器が創造され、さらに新たな医療サービスが生み出さ
れるというダイナミズムが期待される。

● 医療サービス水準の向上と市民福祉の向上

• 統合的な医療技術、医療関連産業全体の集積形成により、市民への医療サービスのより
一層の水準向上を目指し、高齢化社会に対応した市民福祉の向上を図っていく。

• 併せて、アジア諸国の医療技術の向上など、国際社会への貢献にも資するものとする。

● 医療関連産業の集積形成と既存産業の高度化

• ２１世紀の成長産業である医療関連産業の集積形成を目指すとともに、裾野が広い産業
特性をいかし、既存産業の高度化を図っていく。

• これにより、市経済全体の復興と雇用の確保を目指す。 6

神戸医療産業都市構想懇談会報告書（1999年3月）抜粋
＜神戸医療産業都市構想の目的＞



① 基礎～臨床研究のための中核的臨床研究機能

• 海外の先進事例からわかるように、医療産業の集積形成に当たっては、基礎研究ととも
に、臨床研究の場となるような、第一級の人材及び施設・設備を備えた医療機関が必要
不可欠である。

• 臨床研究においては、治療技術、医薬品、情報技術、医療機器、マネジメントなど統合
的な医療技術全般についてのイノベーション・開発・評価・普及（トレーニング）等を
行う仕組みが重要である。

② 地域の医療機関等との連携と市民への高度な医療サービスの提供

• 上述の中核的臨床研究機能は、幅広く市民に対して高度な水準の医療サービスを提供す
ることが重要である。

• そのために、地域の医療機関とも機器利用、治験の実施等をはじめとして密接な連携を
行っていく仕組みを構築することが必要である。
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神戸医療産業都市構想懇談会報告書（1999年3月）抜粋
＜神戸医療産業都市構想の基本的考え方＞



③ 医学界・産業界の連携と産業化の仕組みづくり

• 米国の事例などからわかるように、総合的な医療技術の研究開発及び産業化に当たって
は、医学界と産業界との人的側面や資金的な側面における柔軟な連携が必要不可欠な要
件である。

• そのためには、研究開発段階での連携とともに、事業化段階での幅広い支援（経営、
マーケティング、ファイナンス、会計・法務等）などが重要である。

• このような産・学及び官の連携を進め、産業化を進めて行くためには、起業化支援のた
めの施設やサービスを整備するとともに、研究者などが産業界と柔軟に共同研究できる
などの組織体制を構築することが必要である。

④ ①、②、③を通じた新産業創出と地域製造業等への波及

• 上述の①、②、③の機能・仕組みにより、医療技術のイノベーションとその産業化を
図っていくとともに、神戸市の地域製造業等への波及をもたらす仕組みを構築していく
ことが必要である。
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神戸医療産業都市構想懇談会報告書（1999年3月）抜粋
＜神戸医療産業都市構想の基本的考え方＞



神戸医療産業都市構想の中核的な施設としての臨床研究・医療機関（（仮
称）先端医療センター）では、新産業の創造に向けて基礎研究と臨床開発の
「架け橋」となる領域の研究が必要となる。神戸の特性なども考慮すると、
本構想において取り組むべき医学分野の方向性として、次の３つの大テーマ
が想定される。

① 臨床試験（治験）

② 細胞・遺伝子治療

③ 医療機器（介護機器含む）
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神戸医療産業都市構想懇談会報告書（1999年3月）抜粋
＜取り組むべき医学分野＞



神戸医療産業都市のコンセプト
①雇用の確保と神戸経済の活性化
②先端医療技術の提供による市民福祉の向上
③ｱｼﾞｱ諸国の医療水準の向上による国際貢献

神戸医療産業都市のコアコンピタンス
①産・学・官の集積とTR機能
②ﾊﾞｲｵ･ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝが相互に連携し、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを加速させる仕組み

10年後のクラスター像
①「最高水準の医療が最適に受けられる神戸」
②「先端医療でグローバルに貢献する神戸」
③「先制医療を活用した新しいﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾍﾙｽを実践する神戸」
④「企業等の活動の融合が生み出す活力のある神戸」

神戸健康科学 (ライフサイエンス)振興ビジョン【改訂版(増補)】

（2016年3月）抜粋
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現状分析

10年前には予見しえなかった社会情勢の変化とともに、

技術や研究の発展等が目覚ましい状況となっている。

【社会情勢の変化】

・新型コロナウイルス感染症の発生

・国内他都市におけるバイオメディカルクラスター

の形成

【技術や研究の発展】

・バイオテクノロジーの革新

（ゲノム解読、遺伝子改変等）

→ ライフサイエンス分野の研究領域が多様化・複雑化

→ オープンイノベーションによる技術・製品開発等が盛んになっている。

出典：2022/2/7 AnswersNews
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【参考資料】
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神戸市の人口動態
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15歳未満 15～64歳 65歳以上 高齢化率

(万人)

（１）年齢階層３区分別の人口推計

（資料）総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」

高齢化率は2045年に40％台になると見込まれる
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全市の高齢化率は28 . 92％となっている。
中央区は全市の中では高齢化率は最も低い数値になっている。

170,811, 
11.38%

896,474, 
59.70%

434,310, 
28.92%

全市の高齢化率

0～14歳 15～64歳 65歳以上

0～14歳 15～64歳 65歳以上 合計
65歳以上
の割合

全市 170,811 896,474 434,310 1,501,595 28.92％

東灘区 26,616 130,534 53,631 210,781 25.44％

灘区 16,377 81,903 33,788 132,068 25.58％

中央区 13,746 93,462 32,664 139,872 23.35％

兵庫区 10,151 69,328 30,023 109,502 27.42％

北区 23,873 119,101 67,351 210,325 32.02％

長田区 8,638 55,620 31,301 95,559 32.76％

須磨区 17,601 87,424 51,590 156,615 32.94％

垂水区 27,003 120,749 65,163 212,915 30.61％

西区 26,806 138,353 68,799 233,958 29.41％

住基台帳に基づくデータ参照：2023年9月30日時点

（単位：人）

（２）全市・区別の年代別人口
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神戸市の人口動態



住基台帳に基づくデータ参照：2023年9月30日時点

1,421 
10.2%

7,996 
57.2%

4,563 
32.6%

PI内全体の年齢別３区分割合

15歳未満 15歳～64歳 65歳以上

ポートアイランド内ではすでに高齢化率が30％を超えている

（３）ポートアイランド内の年齢構成
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神戸市の人口動態
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兵庫 大阪 京都

転入 転出 転出入 単位：

転入 転出 増減

兵庫 13,866人 16,585人 △2,719人

大阪 28,439人 19,533人 8,906人

京都 26,717人 7,633人 19,084人

（４）高校卒業時の転出入の状況（兵庫県・大阪府・京都府）

［引用元］令和3年度学校基本調査(文部科学省)

京阪神の３府県では兵庫県だけが転出超過
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ポートアイランド内には、医・保健・工・情報学科を有する６つの大学が拠点を置い
ている。

（５）医・保健・工・情報の学科等を有する主な大学
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神戸市の周辺の大学設置状況



2期エリアの区域ごとに
地区計画上の制限がある

（６）２期の地区計画
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ポートアイランドの概要



令和４年度より、まちの将来ビジョンの検討を進めている
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神戸市HP公開_ポートアイランド・リボーンプロジェクト抜粋

ポートアイランド・リボーンプロジェクトURL：https://www.city.kobe.lg.jp/a74227/pi_reborn.html

２期
埋立竣工

1981
PORTPIA’

81

2006
神戸空港
開港

1995
阪神・淡路
大震災
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ポーアイリボーンプロジェクト



市ホームページ：https://www.city.kobe.lg.jp/documents/61213/1_honsihoukoku.pdf
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［引用元］神戸市HP:ポートアイランド・リボーンプロジェクト

ポーアイリボーンプロジェクト



市ホームページ：https://www.city.kobe.lg.jp/a59650/shise/kekaku/kensetsukyoku/wangan.html#midashi79576
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［引用元］神戸市HP:大阪湾岸道路西伸部（六甲アイランド北～駒栄）

（参考）大阪湾岸道路西伸部の概要
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（参考）神戸空港の運用拡大
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【本日の論点】



論点

① 神戸医療産業都市の今後の方向性について

② 神戸医療産業都市が備えるべき機能について

③ 今後取り組むべき施策・事業のあり方について
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